


























































































































































































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年(2019)12 月、新井晴夫さんが主宰す

る「ぶらり町歩き部会」で桐生市堤町 3 丁

目・青葉台の麓に在る修道院庭園を訪れまし

た。正式名称は「カトリックさいたま教区桐

生研修センター･フランシスコの家」。以前こ

こには射撃場が在った場所とのこと。昭和

30 年(1955)に修道院が建てられました。数

年前から常駐の管理人は居ませんが、埼玉県

の本部から定期的に人が訪れて、芝刈りや枝

打ちなど、庭園の手入れは行き届いています。

この広い庭園を信者の人々が黙想(目で祈り、

耳で祈る)して巡るのが信心業だそうです。

庭園内には「十字架の道行」と名付けられた、

新約聖書に有るイエスキリスト受難の場面

を、等身大の 14 の石像とブロンズ像 1 基で

表現した彫刻が配置されています。第 1 留

「キリストがユダヤ民衆によって裁かれる」

場面から、第 15 留(ブロンズ像)「復活」に

至る迄のシーンです。  

 

 

 

 

 

 

 今春、世間ではコロナ禍の影響で外出制限

をしているため、私は自宅周辺の散歩程度に

留めていました。散歩では青葉台から修道院

庭園を訪れることが度々有りました。キリス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ト教信者で無くても、この庭園を散策するこ

とが出来ます。庭園では、満開のサクラ、「十

字架の道行」のあちこちに咲くツツジ、足元

に咲くスミレなど、花々いっぱいの春を満喫

しました。写真とともにお知らせしたいと思

います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また 10 月から 12 月、庭園は紅葉に彩られ 

て美しい秋の姿となるので、ご来園散策をお

薦めします。    

交通：上毛電鉄丸山下駅より、徒歩 10分 

（村田 豊樹記） 
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 春の花いっぱいの堤町・修道院庭園 



 
 
 

 
あなたはこの 1 週間で何人の人と会いま

したか？ 
政府の「緊急事態宣言」の 4 月 16 日から 5
月の黄金週間の終わりくらいまでの間の 4
～5 週間では、常識的な倶楽部社員の皆さま

は善良なる市民としてしっかり自粛のステ

ィホームで過ごされたことと拝察していま

す。 
それでも家族以外の人との接触が皆無であ

った方はごく稀であったと思います。1 日く

らいであったなら、外部の人との接触が無か

った方はおられると思いますが 3 日間・1 週

間となるとほぼゼロでしょう。 
 私は 1968年の創業以来半世紀以上にわた

りリスクマネジメントの仕事を生業として

きました。この間自動車事故を中心に 1 万件

を超える種々雑多な事故処理に関与してき

ました。保険会社や代理店に報告される事故

や持ち込まれる相談は皆様の想像を超える

多種多様のものがあります。 
高速道路を走行中に前を行く車が突然消

えてなくなり、次の瞬間空から降って来たと

か、前を行く自転車に追突したら、なんと相

手方が自分の車の助手席にちょこんと座っ

ていたとか、また、柳亭痴楽の落語「幽霊タ

クシー」の有名な件「青山の墓地まで・・・・」

を連想させるような奇怪な事故報告とかい

ろいろあります。 
 さて、2020 年 4 月のある朝、県外の事故

現場からのお客様の電話で起こされました。

信号無視の車にぶつけられたと・・・電話の

声は興奮冷めやらぬ様子。 
早速、通常の事故処理の初動手配。怪我人

はあるか？警察に事故報告をしたか？事故

車の所在が他の車の通行の妨げにならない 

 
 
か？等々。 

問題は事故処理の最中に起こりました。事

故当事者の一人に数日前から 37.5 度を超え

る発熱があり、PRC 検査のため決められた

病院へ行く途中の被害事故であったことが

判明したのです。現場は一挙にパニックにな

りました。 
本人は何とか PCR 検査のために病院へ行

きましたが、破損した事故車を引き取ってく

れる修理工場が見つからないのでした。PCR
検査の結果が「陰性」との報告が来たのが翌

日の夕方 8 時過ぎでした。事故は「偶然」起

きます。 
若し、このお客様が「陽性」だったとした

ら、弊社社員の二人が濃厚接触者になるとこ

ろでした。この事故の前日に社員二人がこの

お客様と 1 時間ほど面談していたからです。 
 新型コロナウイルス後の「新しい生活」が

模索されています。 
山中伸弥先生の提唱する五つの提言のうち

の 2 番目「国民全員が日常を見直し、人と人

の接触を減らそう」、「外出自粛は自分のため

人のため」これだけが私たち一人ひとりが実

践できる唯一の最も重要な行動です。 
我田引水になりますが、保険の基本原理は

「一人は万人のために、万人は一人のために」

です。コロナ戦争はまだまだ続きます。自分

のため、家族や友人のため、愛する桐生のた

め、日本のため、世界のみんなのため、共に

頑張りましょう！ 
 Stay Safe with Covid19。「地震・雷・火

事・コロナ」       （金井 利雄記） 
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地震・雷・火事・コロナ 

―桐生倶楽部よりお知らせ― 

８月１日より事務局さんの勤務時間が変更に

なりました。 

月・火・木・金 10:00～17:00 

水       13:00～17:00 

となりました。 

お間違えの無いようにお願いします。 



 
 

 
 
新型コロナウイルスの流行によって、スケ

ジュール帳にギュウギュウ詰め込まれてい

た各種団体会合がほぼなくなり、毎日を会社

と自宅の往来で終え、たまに離れた友人と

WEB 飲み会で交流し、週末にはビール片手

に草むしり。 
まるでご隠居さんのような生活を送りつ

つも、生来モノグサでスケジュール管理が苦

手な質、時間に拘束されない日々は正気な気

持ちを吐露すれば内心ほっとしている。 
五月晴れの空の下、悠然と横たう赤城山を

会社の窓からぼんやり眺めつつ、かれこれ一

ヶ月渡良瀬川を渡っていないなあ、と思った。

同時に高校時代の出来事が脳裏をよぎる。 
「渡良瀬川って、渡ったことがない。」山奥

にある自然児養成高校に通い出し、同級生と

話を交わすようになってから、“おまち”の

ど真ん中に居宅のある友人が何の気兼ねも

なく発した言葉だった。この一言は実に衝撃

的で、今でも鮮明にその場面を思い出す。 
私の子ども時代の楽しみは、母に連れられ

て出かける“おまち”、本町通りだった。 
おまちには高島屋、三越、松坂屋などのデパ

ートや素敵なブティックが軒を連ねて並び、

母のお洋服選びの傍らシロキヤ書店で図鑑 
を立ち読みし、お買い物の後で食べる新星荘

のチョコレートパフェに歓喜する。 
当時おまちは私にとって夢の国だった。こ

の夢の国の友人は、広沢に行く機会もないし、

東京にも出たことはないが、生活上何不自由

ないと話していた。確かにあの賑やかしい空

間のど真ん中に住んでいたら、広沢の里には

社会科見学か何か強制力が働かない限り訪

れる必要はなかっただろう。そんな彼女は今

どこで何をしているのか。 

 
 
同窓会の話もコロナで雲散霧消、かの高校

も今年が最後の年であるが、引き続きの休校

中。          （星野 尚香記） 
 
 
 
 
 
 
 

 
桐生倶楽部の将来について、いつも気掛か

りになっていて頭から離れないことがある。 
 それは現在、桐生倶楽部の基本的目的が建

物の維持管理、保存になっていること。勿論

これを否定するつもりはないし、大変重要な

業務であると理解している。ただ残念なこと

は、いま一つの根幹的重要課題である“知”

の部分が欠落していることである。 
 桐生倶楽部の当初の目的は、話し合いをす

ることであった。それは桐生町（後の市）の

発展についての夢を語り、当時急伸しつつあ

った織物産業をより大きく飛躍させるため

に、どのようなフォローができるかについて

の議論がしたかったに違いない。そのための

場が必要であった。 
この総意によって建てられたのが、この桐

生倶楽部会館である。とすればその基幹部分

である話し合いの部分がすっぽり抜け落ち

ていることになる。 
これを何とか復活することができれば本

来の目的に適した意義ある団体として、より

一層市民に愛されるのではないかと想う今

日この頃である。     （佐藤 富三記） 

徒然の巣籠ライフ 

桐生倶楽部のいま一つの使命 
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昨春、新井晴夫氏の見事な計画の下、“歴

史探訪とぶらりまち歩き”の合同企画で、長

い間の念願がかない、信州別所温泉周辺と上

田城址他散策の旅に出掛けた時のことです。 

 早朝、車から下り立った別所の山里は人気

が無く静寂な中で、春の花々に囲まれ、何よ

りも満開の桜に迎えられたその美しさは、こ

の世の天国かと惑うほどの幸せな感動とし

て今も鮮やかに残っています。 

そう言えば、６年前まで毎年楽しみに待っ

ていた叔母を伴って、群大のお花見に行って

おりましたが、９１歳になった時には車椅子

の人となり、その時に「最初に連れてきて貰

った時には、まるで竜宮城かと思ったよ。」

と、その感動を話してくれました。翌春のお

花見を待たずに、９２歳で桜の大好きだった

叔母は亡くなりました。 

生涯桜を愛した西行さんは、“願わくは花

の下にて春死なん、その如月の望月の頃”あ

まりにも有名な和歌を詠まれていますが、ご

本人自身その桜の頃に亡くなられたとのこ

と・・・。 

桜は、どんな花よりも華やかに、そして散

り際も見事ですが、根底に日本人独特の『も

ののあわれ』憂愁の美を感じます。今年の桜

ほど寂しく哀しく感じられたことはないで

しょう。花は大勢の人々に囲まれ、召でて貰

ってこそ花の本望なのかも知れません。 

新型コロナが一日も早く終息し、極々普通の

生活に戻る幸せを願っております。 

（田中 一枝記） 

 

 

 

 

 

事務局 長尾洋子 

 

私が桐生倶楽部に入ったのは、折しも桐生

倶楽部創立 80 周年の年。いきなり慣れない

環境と仕事に大わらわ。それから大切な節目

の 100 周年も経験し、あっという間の 20 年

でした。 

塚越理事長、阿部理事長、森理事長と３代

の理事長にお仕えし、桐生の名士がそろうこ

の桐生倶楽部でかけがえのない貴重な経験

をさせていただきました。今、頭の中をたく

さんの行事が走馬灯のように駆け巡ってお

ります。忙しい中にも社員の皆様がいつもあ

たたかく接して下さり、心穏やかに過ごせま

したこと、ありがたく感謝申し上げます。こ

れからも社員の皆様がますますお元気でご

活躍されますことを心から願っております。 

 今年古希を迎え残りの人生を少しでも元

気なうちに自由な時間を過ごしたいと退職

を決めました。22 年もの長い間ほんとにあ

りがとうございました。 

これからも桐生倶楽部をよろしくお願い

いたします。  （令和 2年 7月 31日 退職） 

 

 

 

 

 

 

 

※投稿原稿は５月中の内容になっております。 
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＝桐生倶楽部だより＝ 
【６月】 

・理事会                （８日）                           

・正副理事長・会計理事・総務委員長会議（２３日）           

【７月】 

・長期修繕計画委員会          （９日）                    

・理事会               （１３日）                          

・歩く会世話人会               (１６日) 

・月次会               （２９日） 

「コロナマスクから見える織都桐生の将来」 

【 退社社員 】     野間義弘                                       
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長い間お世話に 

なりました 何故か桜が 

大好きです 



 

 

 

 

 

 

 

 

ご挨拶 

桐生倶楽部 理事長 森 壽作 

桐生倶楽部会館が昨年の１２月に創建１００年を迎

えました。この記念すべき時に、桐高・桐女の美術部

の生徒さんが桐生倶楽部会館をテーマに絵画作品の作

成に取り組んで頂くことになりました。６月には、そ

の成果の絵画作品を一般市民に展覧会として公開する

という桐生倶楽部の企画が、美術部顧問の原澤和彦先

生、桐生高等学校、桐生女子高等学校両校のご了解の

もとに実現することになりました。その絵画合同展を

大変楽しみにしていましたが、今回の予想外の新型コ

ロナウィルス感染拡大発生により、合同展が開催出来

なくなってしまいました。本当に残念でした。 

しかし、その後 web上での展覧会が可能ということ

になり、ほっとしたところです。本来の合同展は別途、

年度内に実現できるよう準備して行ければと思ってい

ます。何卒、宜しくお願いします。尚、本企画は村田

勝俊理事が担当しましたことを報告します。  

昔話になりますが、桐生倶楽部会館創建当時の１０

０年前の大正８年（１９１９年）は前の年から、今年

の新型コロナウィルスのように、「スペイン風邪」が猛

威を振るっていたことを改めて知りました。日本でも

大きな影響がありましたが、当時は電子顕微鏡もなく、

ウィルスのことはまだ知られていませんでしたが、今

と同じような対策が取られました。人ごみに出ない、

マスク着用する、手を消毒する、うがいの励行、身体

弱者はとりわけ注意することなどが指導されていまし

た。こんな大変な体験をしていたのにすっかり忘れて

しまっていたのは私だけでしょうか。昔の私たちの先

輩たちがそんな大変な時に桐生倶楽部会館を創建した

偉業に、唯々、敬意を表するばかりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご挨拶 

桐高・桐女美術部顧問 原澤和彦 

昨年末に、桐生倶楽部理事長の森様と理事の村田様

より、同倶楽部会館創建百年を記念した、桐高美術部

と桐女美術部による倶楽部会館での展覧会のお話をい

ただき、光栄なこととしてお引き受けさせていただい

た次第です。具体的には、大正時代に建造されたスパ

ニッシュ様式の桐生倶楽部会館をモチーフにした作品

を中心に据えた展覧会というものです。顧問としては、

日頃より観察力と表現力や造形力の涵養を指導方針と

しているため、実際のスケッチを元にタブローを制作

するという正攻法の作品づくりするには格好の機会と

考えました。描きたい対象を写真に撮り、それをもと

に制作するという手法をとるプロも多い昨今ですが、2

次元の画像をそのまま 2次元の絵画にすることに比べ、

3 次元のものを実際に観察して 2 次元に落とし込む作

業の方が、遙かに高度で創造的な作業であることは言

うまでもありません。そこで、まずは昨年の 12月の冬

期休業中に同会館で三日間のスケッチ会を実施し、桐

生タイムス紙にも取材・報道していただきました。ス

ケッチ会の初日には、理事長の森様と理事の村田様よ

り桐生倶楽部と会館の持つ歴史や存在意義についてご

丁寧なご説明もいただき、生徒達は目には見えないも

のを意識しながらスケッチに取りかかることができた

のではないかと思っております。 

しかし、残念なことに桐生倶楽部様から展覧会に向

けて画材購入の予算も付けていただきながら、タブロ

ーの制作に入るこれからという時にコロナウィルスに

より学校での部活動が 3ヶ月以上ストップしてしまい

ました。顧問としては大変申し訳なく思っております。

そんな折、理事の村田様にご相談しましたところ、展 

令和２年８月１０日                   ２０２０年   特別号（１） 

 

特別号 

『高校生が描く桐生倶楽部会館 100 歳の姿展～自由テーマ画とともに～』 



桐高 3 年 濱名美叶 
「光」 

綺麗な窓から差し込む光がとても印象的だっ

たので、その美しさを描きました。また、爽

やかな感じがしたので青みを強くしました。 

桐高 3 年 濱名美叶 
「桐生倶楽部スケッチ１」 

当時の様式の窓の特徴をカーテンとともに内側から捉

えてみました。 

桐高 3 年 濱名美叶 
「桐生倶楽部スケッチ 2」 

スパニッシュ様式の建物の特徴を窓と壁

と瓦屋根をモチーフに捉えてみました。 

桐高３年 熊谷美彩 
「屋根」 

なかなか見ない形の瓦に興味を持ち、

描きました。描いていたときにトンビ

のような鳥がとんでいたので、トンビ

も絵に入れました。 

 
桐女３年 仁居舎ゆうか 
「桐生倶楽部スケッチ 2  

        シャンデリアの絵」 
天井を見上げると綺麗なシャンデリアが下

がっていて、思わず描きたいなと思いまし

た。よく見るとデザインが細かく、シャン

デリアも描いたことがなかったのでスケッ

チをするのが大変でした。 

 
 
示できる作品をもとに web上での展覧会を開催できな

いかとのお話をいただき、今回の web展覧会開催に漕

ぎ着けることができました。作品的には、両校の２・

３年生のスケッチまたはエスキース等ですが、ご高覧

いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

尚、学校も６月下旬より完全に再開したため、予定

していた桐生倶楽部での桐高・桐女美術部による合同

展の年度内開催に向け、７月より１年生を加えタブロ

ーの制作に入っていきたいと思っております。 
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桐高３年 松永英み 
「窓辺」 

窓から差し込む光と、椅子の模様が綺麗

だなと思ったので描きました。 

 

桐女３年 仁居舎ゆうか 
「桐生倶楽部スケッチ１ 裏門の扉の絵」 
 青い扉が印象的で、映画の撮影にもよく使わ

れていると聞いたので描こうと思いました。100
年も昔の建物とは思えないほど造りがおしゃれ

で、特にこの青い扉は綺麗だったので惹かれま

した。色を塗る時も青が印象深かったので全体

的に青を入れて仕上げました。 



桐女３年 中根叶夏 
「扉」 

今回、桐生倶楽部の建物をデッサンさせて

頂きまして本当にありがとうございまし

た。とても貴重な経験になりました。建物

の様々な質感を線で表現することが出来て

楽しかったです。絵を通じて私の感じたこ

とを伝えることが出来たら嬉しいです。 

桐女３年 中根叶夏 
「じゃんけん」 

多くの人が触ったであろうスイッ

チや、多くの人を照らしてきた照明

に興味を持ちました。 

桐女２年 西那奈子 
「桐生倶楽部」 

建物の中から外が見え

るドアに惹かれました。

ペンで細かく表現する

のは凄く難しかったで

す。 

桐女３年 柿沼乃愛 
「扉」 

扉の絵は、色を作るのが難しか

ったです。全体が見えていない

ので、色だけで表現するのが大

変でした。 

桐女３年 後藤彩乃 
「翠緑タイル」 

桐生倶楽部会館の一室に置かれていた暖

炉の、つやつや光る緑タイルの装飾がと

ても美しく目を奪われました。ぷっくり

と可愛らしい質感と空を反射した水色を

意識して描いております。 

桐女３年 後藤彩乃 
「みつごまど」 

近代の家屋ではあまり見かけな

い三連の窓が三つ子みたいで愛

らしいと思いました。パステル

カラーを用いてポップな雰囲気

を目指しています。 

桐女３年 芳賀芽衣 
「緑と赤」 

桐生倶楽部をスケッチした際

に、面白い形だなと思っていた

緑色の窓(縁)と外壁の煉瓦の部

分を描きました。色を沢山使う

塗り方が好きなので今回も何色

も使って描きました。 

桐女３年 茂木陽野 
「カーテンタッセル」 
紫色のカーテンタッセル

の中に、色々な色が混ざり

あっている美しさを表現

することが、一番大変でし

た。 

桐女３年 仁居舎ゆうか 
「桐生倶楽部スケッチ３  

       ランプの絵」 
暖炉の両側にこのランプが壁に取り付

けられていて、今の時代だと、このよう

なランプを見ることは珍しいので描こ

うと思いました。ランプのカバーの曲線

やランプを繋げている金属部分の形を

捉えて描くのが難しかったです。 

桐女３年 山本多恵 
「窓」 

桐生倶楽部のレトロな窓が

素敵だと思い描かせて頂き

ました。パステルカラーを

使い全体的にまとまりを出

しました。レースカーテン

の透け感がお気に入りで

す。 
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桐女３年 中根叶夏 
「桐生倶楽部玄関スケッチ」 

100 年の間にいったい何人が通り抜

けたのだろうかと思いながら描きま

した。 

 



桐女３年 山本多恵 

「桐生倶楽部 

  スケッチ内観」 
桐生倶楽部のレトロな窓や照明

に興味を持ちスケッチしました。 

桐女３年 山本多恵 

「桐生倶楽部 

  スケッチ外観」 
スパニッシュ様式の外観

の一部を切り取ったかた

ちでスケッチしました 

桐女子３年 斎藤風花 

「窓」 
窓が魅力的に見えました。 

桐女子２年 竹田知沙 

「ひかり」 
中の明かりを描こうと思った

ら、スケッチした日は昼なのに

夜みたいになってしまいまし

た。 

桐女２年 福田はな 

「生活の窓」 
この作品は、窓から生活感

がかんじられるようにしま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

コロナ禍の中での対応として 2階大広間での開催に

代わり Webでの絵画展となりましたが、皆様にご覧い

ただく機会を設けることができました。それもこれも

年末の寒い中にも関わらず、生徒さんたちが各々選ん 

 

 

だ場所で静かに真剣に集中して描いたことの賜物です。 

まずはご指導いただいた原澤和彦先生と桐高美術部

と桐女芸術部美術班の生徒さんたちに心から感謝申し

上げます。桐生倶楽部会館をモチーフにした作品では

小屋根を付けた煙突、扉や窓、タイルや玄関、シャン

デリアなど桐生倶楽部の個性やスパニッシュ・コロニ

アル建築の特徴に着目したものもあって建物の記憶を

感じさせるとともに、新たな物語を語りだし、新鮮な

旋律が聞こえてくるような印象を受けました。自由テ

ーマの作品は、はっとさせられたり、笑みがこぼれた

りと作者たちの多感さを感じさせる個性豊かな作品群

となっています。 

さて、今回の企画は満 100歳の会館と高校生“画家”

の初めてのマッチングであり、記念すべき誕生月の桐

生倶楽部の姿を留めてほしいという点にありました。

そして、その作品を社員と一般市民の方にご鑑賞いた

だくということでした。この目的は、Web 展覧会でほ

ぼ実現されたと考えております。今後タブローの制作

に取り掛かるとのお話であり、どのような作品に結実

するのか楽しみです。リアルな絵画展の実現へ歩み出

していただけそうです。 

最後になりましたが、桐高・桐女の両校校長先生、原

澤先生と生徒さん、本企画に賛同いただいた森壽作理

事長をはじめとする役員の方々、Web 展覧会と会報誌

特集号の編集をご快諾し実現していただいくことにな

った会報委員長の坪井良廣さん（副理事長）と同委員

の桑原志郎さんに深く感謝を申し上げます。原澤先生

をご紹介いただいたのは桐生高校時代の恩師木本富雄

先生でした。桐高の同窓会館の部屋で木本先生に本企

画を説明しましたら、携帯ですぐに原澤先生を呼んで

いただき、あとはとんとん拍子にことが進みました。

ありがとうございました。    （村田 勝俊記） 
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《７月 月次会》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルスの影響で２月の総

会以来となった月次会は、マスク着用・

検温・ソーシャルディスタンスを取り、

食事なしと異例ずくめのスタイルで執り

行われた。 

新型コロナウイルス感染拡大に伴って

マスク不足が社会問題になる中、これを

ビジネスチャンスととらえ製造を始めた

企業が数多くあります。ご当地桐生でも

多くの業者が手を挙げて、オリジナルマ

スクの製造にとりかかりました。現在４

０社余りが、マスクの一大産地を立ち上

げるべく桐生商工会議所を事務局に新し

い運動を展開し始めました。7 月月次会

は、そのプロジェクトの中心となってご

活躍されている商工会議所専務理事 石

原雄二氏をお招きして、マスク全般にわ

たるお話をお伺いしました。プロジェク

ターを使って分かりやすい説明を聞くう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちに、マスク事情が少し理解できるよう 

になりました。「着る服に合わせたい」と

ファッション性への関心を示すもの、夏

場に適した清涼感を感じられるもの、肌

の保湿効果や抗ウイルス・抗菌・UVカッ

トなど高度な技術を駆使した加工を施し

て、市場のニーズに応えた魅力あふれる

マスクを作り出している。ファッション

専門家からの評判も良く、桐生産地に頼

めばどうにかしてくれるとの感触も得た

ようです。山中伸弥京大教授も、「新型コ

ロナウイルスを地球上から撲滅すること

は難しい。新型コロナウイルスと共存し

ていくことになる。」と言っております。

現在世界を見渡せば、新型コロナウイル

スの感染は衰えるどころかさらに拡大し、

世界中にその感染は広がっております。

そうした観点からも、これからますます

マスク需要が世界に拡大し、桐生マスク

が世界市場にはばたく日が来ることを待

ち望んでいます。   （岸田 信克記） 
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「コロナマスク」から 

見える織都桐生 

の将来 



 
 
 
 
最近、庭先に咲く花をじっと眺めてい

ることが多くなった。桐生の旧市街地西

方高台に位置する青葉台に三年前から屋

敷を構え、還暦を優に過ぎ老後をどう過

ごすのが良いかと思案していたのであり

ました。その矢先の令和２年３月初旬、

新型コロナウイルスが地球上の全ての国

の人々を感染して数日で命を失うという

恐怖と危機感に襲い、その感染者数は約

２か月を経て５月１０日時点では世界で

４５７万人、日本でも１５千人を超えて

しまった。我が国では、その感染防止措

置策として３密（密閉・密集・密接）の

環境下に国民を置くような社会構造組織

の不要不急の外出を禁止する条例を発令。

工業・商業施設だけでなく公共な施設や

教育・観光施設等の全ての産業・経済活

動がほぼ止まり、私たちの生活スタイル

も大きくその環境に適用することを余儀

なくされている。正に経験こそないが大

東亜戦争末期の状況下を想像するかのよ

うな思いであります。 
 さて、そんな中で先に述べたように「庭

先の花」に身を寄せ、何かを感じ取って

みてはどうかとお勧めたいのであります。

写真は、私の庭先に咲いた越後の山郷で

入手した野草と思われるものです。写真

家の“HIROYUKI”さんが撮り、私が頂

いたものです。 
何故こんなことを言うのだろうか？と

疑問に思われるかも知れませんが、全て

の人々が新型ウイルス感染の危機感に襲

われ、精神的にも不安定な日常環境に置

かれている状況にあると思われます。で

すから、こうした苦境の中で自己を見失 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
うことなく、精神的・肉体的にも安定し

た日々を過ごし、人生を優しく、そして

正しく生き抜く力を保持することが大事

と願うからこそ、あえて私なりの人生観

を述べさせていただきたいと思っていま

す。 
 ″人″それぞれの人生は、それぞれ多

種多様な劇場を演出するようなものだと

考えています。そして、自分の人生を客

観的に捉えながらも、予知することので

きない環境変化に如何にして生抜く力を

身に着けるべきか、また、意識すべきか

を学んで置く必要があるのではないでし

ょうか。その時、何を心の支えに生き抜

くべきかと考えますに、それは究極の結

論かも知れませんが、己を信じ、己を愛

することに他ならないのではないでしょ

うか。 
近年、ある人生哲学者によれば、１６

世紀までは人間の精神性の素となる自己

顕示力や個性の強い者（ある意味では“狂

気者”）は集団社会（コミュニティー）の

中での一員として認められていたそうで

す。むしろ、異端児であるがゆえ、極端

な考えと発想を持ち尊敬もされたようで

ありました。しかし、１８世紀以降今日

に至るまで科学による産業経済の発展と

ともに自由社会が大きな環境を造りだし

たことによって、自己顕示を主張する“狂

気とも言える者”は社会から卑下され排 
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庭先の花 



 
 
除されがちの傾向にあると言われるよう

です。 
この理論は、近年のイギリス哲学者ベ

ンサムや古代ギリシャの哲学者プラトン

の人生哲学から言わせると「パノプティ

コン（功利主義）」と誠実「エピステーメ

ー（新の知）」によるものであると論じら

れているようです。 
 読者に何を知っていただきたいかと言

うと、人生哲学として人間が生きる力を

養うために必要不可欠な精神性とは、再

三、述べたように「庭先の名も知れぬ花」

いや「名も知らぬ花」にも心を寄せ、じ

っと見つめることで何かを感じ心のやす

らぎを持っていただきたいと願いうもの

だからです。花でなくとも小さな虫や空

を舞う小鳥たちでも見つめて何かを感じ

取っていただける時を持っていただける

ことをお勧めします。 
その行動の根底にあるものこそが、己

を愛する心であり、新型コロナウイルス

感染の恐怖感から自己を守る一つの方法

と信じています。 
いま、多くの人々にその時が来ている

と確信しています。 （関本 金三郎記） 
 
 
 
この度のコロナ騒動は突然襲来したよ

うに見える。実は、自然環境の急激な変

化により、ある意味ではいつでも起こり

得たものであった。ただ我々が経済活動

の競争の激化や自然災害の頻繁さに気を

取られて、その可能性に思い至らなかっ

ただけのことである。「災害は忘れた頃に

やってくる」との寺田寅彦の言葉をまた

も思い知らされた。感染者数が峠を超え      

 
 

た今、毎日の生活を異常と思わなくなっ

たことに、人間の順応性を感じさせられ

る。しかし毎日思い切り体も動かせず、

多数の人にとって対話の機会もごく限ら

れている現在の状態はこれまでにない経

験である。芸術を鑑賞する機会がほとん

どなくなり、その美しさに感動する機会

が皆無になってしまった。桐生倶楽部の

会員の交流の機会も途絶えているが、ま

もなく復活することを心から願っている。

現代社会は物が溢れ、経済活動の効率を

いかに高めるかの熾烈な競争が繰り広げ

られてきた。これに対する警鐘を鳴らす

ものとして今回の経験を捉え、地球温暖

化や有害化学物質の蓄積に歯止めを掛け

たい。 
 ニュートンは１７世紀初めのペストを

避けてロンドンから故郷の田舎町に避難

した時にその力学の着想を得たと言われ

る。小生もこの機会を有効に生かせたら

と思い、これまでの読書習慣に加えて、

しばらく遠ざかっていたヴァイオリンの

練習に励むようになった。テニスの練習

は桐生川や吾妻公園の散歩にとって代わ

った。坪庭での野菜作りも始めた。一つ

のことに集中するこれまでの仕事に対し

て色々なことを毎日こなす喜びも今回初

めて知った。 
 音楽や絵画、映画などはビデオで楽し

めるが、長時間の鑑賞では疲労と飽きが

来る。現在広まっているコンピューター

を利用した講義や会議での限界も認識さ

れなければならない。人生に於ける感動

と集中の体験は特に重要である。 
 若葉風蟄居生活三カ月 
 なにごとも無きかのような五月晴れ 

（山口 一郎記） 
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惨禍を讃歌に 
















